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機能性評価の考え方や手順を深めるため、講義とグループ実習の２部構成でご講演いただきました。
講義では、従来の信頼性試験や寿命試験に代わって商品の機能性を評価する考え方の手順や応用をテーマ
に、特性値の分類やＳＮ比の初歩的な説明から
応用的なデータの取扱いまでをご解説いただ
きました。さらに、２１世紀のパラメータ設計につ
いても一歩踏み込んでご説明いただきました。
グループ実習では、体重計と血圧計を利用して、
入力の水準設定等について話し合い実際に計
測してＳ／Ｎ比などの計算を行いました。このグ
ループ実習は、当研究会では初の試みであり、
実際に体験することで座学だけでは得られな
い、より実践的な形で学ぶことが出来ました。

機能性評価～講義と実習～

品質工学会 名誉会員、
関西品質工学研究会 顧問

平成２６年度 品質工学セミナー（第１回）のご案内

京都品質工学研究会の会員を募集しています！

品質工学初心者を対象にした講義を行います。今後、品質工学を学ぶための土台作りに是非ご参加ください。

京都品質工学研究会では、品質工学を活用した開発業務の革新・効率化を目指す企業が集まり、品質工学など開発スキルの相互学習、実際の
開発課題への適用についてディスカッションを重ねています。平成2６年度は初心者向け教育の充実と、研究事例のフォローアップや個別課題
相談など実践支援の強化に注力していく予定です。
初心者の方も参加しやすい研究会です。技術開発・製品開発の改善・効率化、技術人材育成を目指す方々のご参加をお待ちしております。

テーマ 「開発における（時間・金額）を低減させるタグチメソッド」
講　師　(有)アイテックインターナショナル 中野惠司 氏
日　時　平成26年5月23日（金） 1０時０0分～17時00分
場　所　京都府産業支援センター 5階研修室

対　象　企業の技術・品質部門管理者、技術者（初心者の方）
参加費　無料

〈京都品質工学研究会 平成26年度活動計画〉
活動内容　①定例会（毎月第2金曜日の午後）　②基礎学習会（6月30日(月)10～17時、新規会員・初心者向け。代理参加可能。）

③講師による個別課題相談（各定例会開催日の午前）
講　　師　各定例会に外部講師をお招きします。（コニカミノルタ (株) 芝野広志 氏、(有)アイテックインターナショナル 中野惠司 氏を予定）
年 会 費　法人会員 1社2名まで40,000円（追加1名につき15,000円）※個人会員 1名20,000円もあります。

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 基盤技術課　TEL：075-315-8633  FAX：075-315-9497  E-mail：qe@mtc.pref.kyoto.lg.jp
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京都品質工学研究会

京都品質工学研究会のご案内
品質工学とは、将来起こるかもしれないトラブルを未然に防いで、製品が引き起こす様々な損失を最小化することを目的とする、汎
用性の高い技術方法論です。安定した設計･製造技術を効率よく開発する手法として、様々な技術分野や開発プロセスで活用さ
れ大きな成果をあげています。
今回、京都品質工学研究会の会員募集案内、品質工学セミナー（第1回）の案内と平成２６年２月２８日に開催しました平成２５年度
品質工学セミナー（第3回）の報告についてご紹介します。

平成２５年度品質工学セミナー（第3回）の報告

原 和彦氏

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 応用技術課 食品・バイオ担当　TEL：075-315-8634  FAX：075-315-9497  E-mail：ouyou@mtc.pref.kyoto.lg.jp

新規導入機器紹介

蛍光マイクロプレートリーダーを導入しました。
本装置では、食品などに含まれる抗酸化物質（カテキン、フラボノイド、ビタミンEなど）の抗酸化能力（機能性）を分析する方法であ
るORAC法をはじめマイクロプレート上の液体試料の蛍光分析が行えます。

紫外線、喫煙、排気ガス、大気汚染、精神的なストレスなどにより
人間の体内で活性酸素種が発生することが知られています。過
剰の活性酸素種は生活習慣病をはじめガン、老化などを引き起こ
すと考えられています。生体内酵素やビタミンCやβ-カロテンな
どの食品などから得られた抗酸化物質によって活性酸素種は消
去されていますが、生活習慣病の予防や老化防止の観点から抗
酸化物質の摂取の重要性が注目されており、日本でも抗酸化能
力の評価方法として蛍光マイクロプレートリーダーを用いた
Oxygen Radical Absorbance Capacity (ORAC)法の公定法
化が進行しているところです。
高齢社会進行中の昨今においては平均寿命のみではなく日常生
活に制限のない期間、すなわち健康寿命の延伸が個人の生活の質
の低下防止、社会保障負担の軽減につながるものとして期待され
ています。今回導入した装置は、現在ORAC法の公定法として検討
されている方法に対応しており、食品の抗酸化能力の評価を行い、
社会のニーズに応えた食品であるということを客観的データとし
て示すことが可能です。
また、本装置は測定波長および励起波長を1nm単位で設定可能
であるダブルモノクロメータ方式を採用しておりますので、ORAC
法以外にも最適波長に設定することで各種蛍光分析を行うことが
できます。

ORAC法による解析レポート

装置仕様（スペック）

形　　式　　SH-9000Lab
メーカー　　コロナ電機㈱
波長範囲　　200～900nm (ダブルモノクロメータ方式)
プレート　　6～384ウェルプレート対応
そ の 他　　測定間隔・測定回数設定可能

インジェクター機能搭載
エクセル形式のレポート出力

コロナマルチグレーティングマイクロプレートリーダー
SH-9000Lab

蛍光マイクロプレートリーダー活用セミナーを開催します！

コロナ電気（株）R&D部 営業グループ　尾上 孝也 氏
「食品中の抗酸化機能評価法（ORAC）法について」

参加費：無料  定　員：5名（先着順）

日　時：5月16日（金）14:00～16:00
場　所：中小企業技術センター4階 食品・バイオ研究室


